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CISC対RISCの利点と難点
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コンパイラでの最適化に
よって、命令実行を高速
化しやすい

命令数が多く、より多くの
メモリや命令フェッチ帯域
が必要になる

レガシーのコードが多く、
コンパイラでの最適化を
期待しにくい

命令数が少なく、より少な
いメモリ量や命令フェッチ
帯域の消費で済む
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命令が固定長でフォー
マットが少ないため、デ
コードが容易

命令が可変長でフォー
マットが多いため、デコー
ドが難しい

実行ユニットを役割毎に
分割して並列化しやすい

依存性のない命令を並列
化しやすい

実行ユニットを分割・並列
化しにくい

命令実行を並列化しにく
い
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実行を並列化しやすいの
で、複数命令をフェッチ･
デコードできる


